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研究課題名 幹細胞再生医療のための機能性足場とバイオリアクタの開発

研究の概要等 再生医療には再生現象に関した細胞の研究が必要であるが、幹細胞の存在、分化

メカニズムが解明されただけでは、その実現はきわめて難しい。つまり、その細胞

を増殖分化させ生体組織の再生誘導を促すための医工学的な技術、方法論（生体組

織工学）が必要である。本研究では、幹細胞の接着、増殖能の優れた機能性足場を

創製するとともに、幹細胞の増殖を促進するための細胞培養バイオリアクタを設計

する。本研究の目的は、機能性足場とバイオリアクタとを組み合わせ、幹細胞を利

。用した再生医療の実現のために充分量の細胞を得る技術を研究開発することである

幹細胞の分離および増殖に関する研究は国内外を通じてきわめて少なく、未熟であ

る。

種々の生体吸収性の高分子から作製された多孔質成形体に抗体、細胞増殖因子、

、細胞接着因子などの生理活性物質をコーティングあるいは化学結合することにより

生物学的機能性をもつ足場を作製する。振とう、旋回、メディウムの循環型の培養

装置（バイオリアクタ）をデザイン、作製し、これを機能性足場と組み合せること

による組織幹細胞の増殖を調べる。特に細胞増殖に与える培養装置、培養条件の影

響について検討する。
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